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企画上映 

返還映画コレクション（2）――第一次／二次・劇映画篇 

2024年7月30日（火）–8月2３日（金） @国立映画アーカイブ 

貴重な戦前の日本映画コレクションに光をあてる！ 昨年に続く特集上映 

国立映画アーカイブでは、東京国立近代美術館が1968年に「返還映画」を冠した特集上映を組んで以

来、およそ半世紀ぶりの開催となった昨年度の「第一次・劇映画篇」に続き、7月30日（火）より企画

上映「返還映画コレクション（2）――第一次／二次・劇映画篇」を開催します。 

アメリカ議会図書館が所蔵していた約 1,400 本にも及ぶ戦前・戦中期の日本映画の可燃性フィルム

が、1967 年の第一次から 1984 年の第四次にかけて日本側に返還されました。当館の基盤となるコレク

ションを形成した「返還映画」の中には、戦時期に米国内の各地で日系人から接収されたものや、戦後

に民間情報教育局（CIE）の覚書「非民主的映画の排除」によって上映を禁止された劇映画の一部等が

含まれていました。このたび当館では、長年にわたり整理作業に取り組んできた返還映画の収蔵時の経

緯等について再調査を実施し、収蔵時期の明確になったコレクションから順次（再）公開する運びとな

りました。 

本企画では、社団法人・日本映画製作者連盟（当時）加盟の大手映画会社 4 社（松竹、東宝、大映、

日活）が優先的に米国からの返還を希望した日本映画の名作群や、激動の時代を生きたスター俳優・李

香蘭の「大陸三部作」（『白蘭の歌』、『支那の夜』、『熱砂の誓ひ』）など、計 27 作品を上映します。 

上映作品 （24プログラム・27作品）  

『右門捕物帖 拾萬兩秘聞』（1939 年、荒井良平）／『白蘭の歌[総集篇]』（1939 年、渡邊邦男）／『絹代の初戀』

（1940 年、野村浩將）／『熱砂の誓ひ[前後篇]』（1940 年、渡邊邦男）／『櫻の國』（1941 年、澁谷實）／『兵六夢物

語』（1943 年、青柳信雄）／『重慶から來た男』（1943 年、山本弘之）／『國際密輸團』（1944 年、伊藤大輔）／『地熱』

（1938 年、瀧澤英輔）／『逢魔の辻』（1938 年、瀧澤英輔）／『信子』（1940 年、清水宏）／『支那の夜[前後篇]』

（1940 年、伏水修）／『皇紀二千六百年記念映画 燃ゆる大空』（1940 年、阿部豊）／『闘魚[前後篇]』（1941 年、島

津保次郎）／『指導物語』（1941 年、熊谷久虎）／『わが愛の記』（1941 年、豊田四郎）／『八十八年目の太陽』（1941

年、瀧澤英輔）／『川中島合戰』（1941 年、衣笠貞之助）／『山參道』（1942 年、島耕二）／『阿片戰爭』（1943 年、マキ

ノ正博）／『望樓の決死隊』（1943 年、今井正）／『決戰の大空へ』（1943 年、渡辺邦男）／『一番美しく』（1944 年、黒

澤明）／『高山彦九郎』（1928 年、後藤岱山）／『貝殻一平[第一篇]（1930 年、清瀨英次郎、岡田敬）／『愛憎秘刄錄』

（1938 年、外山凡平）／『日本剱豪傅 新月寶藏院流』（1945 年、滝沢英輔） 

（左）『高山彦九郎』（右上）『熱砂の誓ひ』（右下）『燃ゆる大空』 
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見どころ 

戦時体制下における映画の光と影 

戦前・戦中期に心理・情報戦の資料として米国内外で収集された「返還映画」には、日本における映画

検閲や映画国策という特殊な政治状況下で製作・公開された作品が多く含まれています。本企画は、満

州事変から太平洋戦争期にかけて生み出された映画の光と影を再検討する機会を提供します。8月10日

（土）の『白蘭の歌[総集篇]』（1939年、渡邊邦男）上映後には、韓燕麗氏（東京大学大学院総合文化研

究科教授）による「李香蘭の大陸三部作」をめぐる講演（約40分）があります。8月17日（土）の『支

那の夜[前後篇]』（1940年、伏水修）上映後には、板倉史明氏（神戸大学大学院国際文化学研究科教授）

による「返還映画コレクションの来歴」をめぐる講演（約40分）を開催します。 

1930-40年代日本映画黄金期の名作群が再びヴェールを脱ぐ 

戦時下の大作時代劇『川中島合戦』（1941 年、衣笠貞之助）をはじめ、伊藤大輔、清水宏、阿部豊、豊

田四郎、島津保次郎、マキノ正博などの名匠監督たちによる、映画ファンが当時上映を待ちわびた日本

映画黄金期の名作群に改めてご注目ください。1939 年の映画法施行から、太平洋戦争の勃発を経て

1945 年の敗戦を迎えるまでに、日本の映画人が様々な国家統制の中でどのような作品を発表したかを知

ることのできる絶好の機会です。 

サイレント映画の伴奏付き上映 

サイレント映画『高山彦九郎』（1928 年、後藤岱山）、『貝殻一平[第一篇]』（1930 年、清瀨英次郎、岡

田敬）の上映に際しては、経験豊富なピアニストによる演奏付きの上映回を設けています。 

開催概要 

企画名：返還映画コレクション（2）――第一次／二次・劇映画篇 

（英題：Repatriated Film Collection [Part 2]：Fiction Films, 1928-1945） 

会期：2024 年 7 月 30 日（火）– 8 月 23 日（金）  

会場：国立映画アーカイブ 長瀬記念ホール OZU［2 階］  

主催：国立映画アーカイブ 

ＨＰ：https://www.nfaj.go.jp/exhibition/repatriated_film202407/ 

問合せ：050-5541-8600（ハローダイヤル） 

チケット： 詳細は国立映画アーカイブのHPをご確認ください。 

《本特集に関する問合せ》※一部の作品のスチル写真を広報用に貸出します。ご希望の方は下記までお問い合わせください。 

国立映画アーカイブ（上映室：広報担当）  MAIL：pr@nfaj.go.jp TEL：03-3561-0823 FAX：03-3561-0830 

 

（左から）『貝殻一平［第一篇］』『わが愛の記』『兵六夢物語』 

（左から）『愛憎秘刃錄』『右門捕物帖 拾萬兩秘聞』『重慶から來た男』 


